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日本の真ん中に位置する名古屋港は、周辺地域に自動車をはじめとした世界的なものづ

くり産業が集積しており、中部地域のみならず日本の経済を支える重要な役割を果たして

います。 

名古屋港湾事務所では、名古屋港の果たす役割や社会資本整備の重要性をより多くの

方々に理解してもらうための取組みの一環として、みなと見学会を実施しています。 

見学会では、名古屋港をより身近に感じていただくため、船による海上からのご案内等

を実施しており、昨年度は 1,300 人以上の方が名古屋港を視察に訪れました。 

 みなと見学はこれまで電話でお申し込みいただいておりましたが、昨年１０月から名古

屋港湾事務所のウェブページでも簡単にお申し込みいただけるようになりました。 

便利なウェブページでのお申し込みをご活用ください。 

 

【港見学の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

会議室での概要説明        船での見学 

 

～みなと見学申込み方法～ 

 名古屋港湾事務所ウェブページ 

  http://www.nagoya.pa.cbr.mlit.go.jp/ → 「船でのみなと見学」 

 ※受付要件、注意事項等は名古屋港湾事務所ウェブページでご確認ください。 

  

●配布先  中部地方整備局記者クラブ、専門紙記者会、名古屋港記者クラブ、 

港湾新聞、港湾空港タイムス、日本海事新聞、海事プレス 

 

●問合せ先 

国土交通省 中部地方整備局 名古屋港湾事務所 企画調整課 三﨑（みさき） 

Tel ０５２－６５１－６７６３ Fax ０５２－６５２－０３０３ 

ものづくり中部を支える名古屋港を視察しませんか！！ 

～みなと見学をウェブページで簡単に申し込みできます～ 


